
 

 

 

 

 

 

 

  地域理解セミナーが行われました。 

 6月 6日（水）に 1回生を対象にした「地域理解セミナー」が行われ 

ました。この「地域理解セミナー」には，２つのねらいがあります。 

１つ目は，地域の中で行われている教育についての理解を深め，活動の 

ねらいや事業者の思いや願いを踏まえて，体験活動に関わることができる 

ようにすることです。 

２つ目は，基礎体験活動のルールやマナーについて再確認し，学生にとっても，事業者にとっても，   

気持ちの良い体験活動となるようにすることです。 

本セミナーの前半は，教育支援センターの柳野先生による「社会教育について」の講義から始まり，

上回生の体験発表を聞いてグループで感想交流しました。特に，上回生の体験談では，基礎体験活動  

への取り組み方についての考え方が参考になったのではないでしょうか。また，本セミナー後半は，  

基礎体験活動におけるルールやマナーについて再確認しました。「メール返信について」「自家用車等の

使用について」「基礎体験のスケジュール管理について」の 3つの内容を，グループ演習で学びました。 

4 月に行われた入門期セミナーで学んだルールやマナーでしたが，一度学んだだけではなかなか身に 

付かないこともあるので，再確認できる良い機会になったのではないでしょうか。 

1 回生は，これから本格的に地域に出かけ，様々な基礎体験活動に取り組んでいきます。島根大学の

教育学部生は，「教育実践力」「対人関係力」「自己深化力」を高めるために，登録されている体験活動に

主体的に取り組みます。大人としての振る舞いはどうあるべきかを考え，他者を常に思いやる気持ちを

もって対応できるように，今後も温かく見守っていただき，ご指導をよろしくお願いいたします。 
 

   地域理解セミナーのアンケートより 

 地域理解セミナーを終えて，１回生に本セミナーについてのアンケートを取りました。アンケート 

結果は以下の通りでした。 
 

５ とても思う ４ そう思う ３ どちらともいえない ２ あまり思わない １ 全く思わない 
 

①地域の中で行われている教育（社会教育）について理解が深まりましたか。 平均４．６点 

②地域の中で行われている教育（社会教育）への参加意欲が高まりましたか。 平均４．７点 

②上回生の体験発表は，参考になりましたか。               平均４．７点 

③基礎体験活動のルールやマナーについて理解が深まりましたか。      平均４．８点 
 

 今回のアンケート結果より，概ね好評なセミナーであったと考えられます。基礎体験活動を始めた  

ばかりの１年生にとって，有意義な内容であったことが分かりました。 

１回生の感想より… 
 

 このセミナーの中でも，私が強く刺激を受けたのは上回生の

方の話だ。自分次第，やる気次第という言葉がとても印象に 

残っている。自分の取り組み方，やる気次第で学べることは 

変わってくると思うし，積極的・意欲的に体験活動に取り組む

ことで，自分を大きく成長させることができると思った。 
 

柳野先生のお話を聞き，家庭や学校以外での教育の重要性に

ついて学びました。実際に自分が小学生だったころの宿泊体験

のことなどを思い出し，そこでつけることのできた力はとても

多かったと感じました。基礎体験活動を通して，次は自分自身

の力をつけることも重要ですが，子どもの力をつけることも 

重要だと思いました。 
 

基礎体験活動は，子どもとの関わり，地域の方々との関わり，

保護者の方々との関わりなどがあることが分かった。実際に 

上回生の方々の体験した話を聞けて，とても貴重だった。特に，

僕も自然環境教育を専攻しようと思っているので，同じ上回生

の方の話を聞けて参考になったし，部活，バイト，レポート  

などやることがたくさんあっても，1年間で 400時間以上も

活動でできていて，何事も自分のやる気次第だと分かった。 
 

後半のセミナーでは，メールでの正しい返信に必要なことや

自家用車を使ってもよい場合など，これまで知らなかったり，

身に付いていなかったりしたことが分かってとても良かった。

基礎体験活動に関わる様々なことが資料にまとめられて配布

されたので，何度も読み返して，自分の知識の一つとして蓄え

ていきたい。とても有意義な時間となった。 
 

 私は，今回の地域理解セミナーを通して 1000 時間体験 

学修の考え方が変わりました。決められたことをこなすだけ 

ではスポーツや勉強でもこれといった成果を上げることは 

できません。1000 時間も一緒で，決められた時間数のみを 

こなすだけでは，教師になったときの本来の技術など人並で，

島大で学んだことは生かすことはできないと思いました。  

また，やらされて仕方なくやっているものは，いつまでたって

も上達しません。それと一緒で，1000時間体験学修の中で，

自分に興味あるもの，自分の専門性が強化できるものに挑戦

し，自分からチャンスを掴みに行こうと決心できました。今回

のセミナーで，教育学部生としての活動に主体的に取り組む 

ことの大切さを学べました。 
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